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足寄雌阿寒太鼓保存会足寄中学校吹奏楽部

大好評だったあゆみちゃんふわふわドーム

兄弟対決を制し優勝した堂田さ
ん女性の部優勝者の渡辺さ

ん

北海道歌旅座「昭和ノスタルジア」

足寄新声会

足寄ジュニアブラスバンド

フラハーラウ　ヒナノ

第35回

足寄ふるさと花まつり

　

５
月
29
日
、
第
35
回
足
寄
ふ
る
さ
と
花
ま

つ
り
（
実
行
委
員
会
主
催
、
家
常
尚
詞
実
行

委
員
長
）
が
役
場
横
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
会
場
に
は
観
光

客
や
家
族
連
れ
な
ど
町
内
外
か
ら
２
５
０
０

人
が
訪
れ
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
足
寄
雌
阿
寒
太
鼓
保

存
会
が
登
場
し
、
勇
壮
な
太
鼓
の
演
奏
を
披

露
。
町
民
ス
テ
ー
ジ
に
は
、
吹
奏
楽
や
踊
り
、

民
謡
な
ど
町
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体
が
出

演
し
、
訪
れ
た
観
客
ら
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
足
寄
町
で
は
３
回
目
の
公
演

と
な
る
北
海
道
歌
旅
座
「
昭
和
ノ
ス
タ
ル
ジ

ア
」
も
開
催
。
道
内
を
拠
点
に
全
国
各
地
で

活
動
し
て
い
る
歌
手
の
Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｏ
が
「
ま

た
逢
う
日
ま
で
」
や
「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
」
な
ど
昭

和
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
熱
唱
し
、
訪
れ
た
観
衆
を

魅
了
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
足
寄
町
商
工
会
青
年
部
に
よ

る
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム
が
登
場

し
た
他
、
Ｊ
Ａ
あ
し
ょ
ろ
な
ど
に
よ
る
出
店

な
ど
町
の
特
産
品
販
売
の
ブ
ー
ス
も
設
置
さ

れ
、
多
く
の
人
々
が
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
の
カ
マ
ス
挙
げ
大
会
に
は
、
町

内
外
か
ら
腕
自
慢
が
参
加
。
男
性
の
部
（
30

キ
ロ
）
に
は
17
人
。
女
性
の
部
（
20
キ
ロ
）

に
は
７
人
が
出
場
し
タ
イ
ム
を
競
い
合
い
ま

し
た
。
男
性
の
部
で
は
堂
田
倫
暦
さ
ん

が
１
分

59
秒
で
初
優
勝
を
飾
り
、
女
性
の
部
で
は
渡

辺
あ
ず
さ
さ
ん

が
勝
利
の
栄
光
を
掴
み
取
り
ま

し
た
。

　

ま
つ
り
の
最
後
に
は
、
豪
華
景
品
が
当
た

る
抽
選
会
や
パ
ン
ま
き
も
行
わ
れ
、
最
後
ま

で
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
一
日
と
な

り
ま
し
た
。
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選挙権年齢が「18歳以上」に

引き下げられます

　

平
成
27
年
６
月
に
公
職
選
挙
法
が
改
正
さ

れ
、
平
成
28
年
６
月
19
日
以
降
に
選
挙
期
日

を
公
示
す
る
国
政
選
挙
（
衆
議
院
議
員
総
選

挙
・
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
）
か
ら
、
18
歳

以
上
の
国
民
に
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
今
月
は
、
選
挙
権
年
齢
が

引
き
下
げ
ら
れ
た
経
緯
や
注
意
点
な
ど
に
つ

い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

な
ぜ
選
挙
権
年
齢
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
の
か

　

18
歳
、
19
歳
の
方
は
全
国
で
お
よ
そ
２
４

０
万
人
お
り
、
足
寄
町
で
は
約
80
人
の
方
が

選
挙
で
投
票
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

選
挙
権
と
は
、
国
会
議
員
や
地
方
公
共
団

体
の
首
長
・
議
員
な
ど
へ
の
立
候
補
者
に
自

身
の
一
票
を
投
じ
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
で

す
。
今
回
の
選
挙
権
年
齢
の
引
き
下
げ
は
１

９
４
５
年
（
昭
和
20
年
）
以
来
、
お
よ
そ
70

年
ぶ
り
。「
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
未
来

の
日
本
に
生
き
て
い
く
若
い
世
代
に
、
現
在

そ
し
て
未
来
の
日
本
の
あ
り
方
を
決
め
る
政

治
に
関
与
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
の
意
図
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
各
国
で
も
選
挙
権
年
齢
18
歳
以
上
が

主
流
に
な
っ
て
い
ま
す
。
投
票
の
機
会
や
選

挙
運
動
の
権
利
が
満
18
歳
か
ら
得
ら
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
若
い
世
代
の
意
見
を
政
治
に
反

映
し
、
政
治
へ
の
関
心
や
政
治
参
加
へ
の
意

識
が
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

選
挙
権
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
投
票
だ
け

で
な
く
、
決
め
ら
れ
た
期
間
内
で
の
選
挙
運

動
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

高
校
生
の
選
挙
運
動
は
、
学
校
の
教
育
活

動
以
外
の
時
間
と
場
所
で
行
う
も
の
に
限
ら

れ
る
な
ど
の
注
意
点
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
選
挙
運
動
は

で
き
ま
す
が
、
電
子
メ
ー
ル
は
使
え
な
い
な

ど
の
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。18

歳

未

満

の

方

は

絶

対

に

選
挙
運
動
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い

！教
え
て
め
い
す
い
く
ん
！

選
挙
の
ア
レ
コ
レ

Ｑ
＆
Ａ

３
月
に
転
出
し
て

い
た
ら
…

こ
う
や
っ
て

投
票
し
よ
う
！

ど
の
選
挙
か
ら
投
票
で
き
る
よ
う
に

な
る
の
？

７
月
10
日
執
行
の
第
24
回
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
か
ら
、
18
歳
以
上
の
方

は
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

18
歳
以
上
な
ら
誰
で
も
投
票
で
き
る

の
？

選
挙
で
投
票
す
る
た
め
に
は
、
選
挙

権
を
有
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
今
回
投
票
で
き
る
の
は
、
平
成
10
年
７

月
11
日
ま
で
に
生
ま
れ
て
い
て
、
選
挙
人
名

簿
登
録
の
基
準
日
（
公
示
日
の
前
日
）
に
３

カ
月
以
上
継
続
し
て
足
寄
町
に
住
ん
で
い
る

方
で
す
。

　

足
寄
町
に
住
民
登
録
し
て
い
て
も
、
高
等

学
校
や
大
学
等
に
通
う
た
め
に
他
の
市
町
村

に
住
ん
で
い
る
方
は
「
選
挙
人
名
簿
」
に
登

録
さ
れ
ま
せ
ん
。
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
は

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

選
挙
人
名
簿
と
は
？

３
カ
月
以
上
足
寄
町
に
住
ん
で
い
て
、

基
準
日
ま
で
に
満
18
歳
に
な
っ
て
い

る
方
が
登
録
さ
れ
る
も
の
で
、
３
月
・
６
月
・

９
月
・
12
月
お
よ
び
各
種
選
挙
が
行
わ
れ
る

際
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
日
に
基
づ
い
て
登
録

し
ま
す
。

　

ま
た
、
転
出
し
て
４
カ
月
以
上
た
っ
た
方
、

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
は
名
簿
か
ら
削
除

し
ま
す
。

　

新
し
く
有
権
者
に
な
っ
た
方
に
は
、
現
在

お
住
ま
い
に
な
っ
て
い
る
住
所
を
確
認
す
る

た
め
の
お
手
紙
を
送
付
し
、
返
送
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
資
料
に
基
づ
い
て
選

挙
人
名
簿
を
作
成
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

選
挙
期
日
（
投
票
日
）
ま
で
に
満
18
～
20

歳
に
な
り
、
登
録
基
準
日
前
に
進
学
や
就
職

な
ど
で
町
外
に
転
出
し
た
場
合

⇒

登
録
基
準
日
に
引
き
続
き
転
出
先
で
３
カ

月
以
上
住
民
基
本
台
帳
の
登
録
が
あ
る
方
は
、

登
録
基
準
日
に
転
出
先
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
ら
に
該
当
せ
ず
、
登
録
基
準

日
に
転
出
後
４
カ
月
以
上
経
過
し
て
い
な
い

場
合
や
前
住
所
地
で
引
き
続
き
４
カ
月
以
上

住
民
基
本
台
帳
の
登
録
が
あ
っ
た
場
合

⇒

登
録
基
準
日
に
前
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
ま
す
。

Ｑ

Ｑ

Ｑ Ａ

Ａ

Ａ

今
回
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
時
か
ら

登
録
の
ル
ー
ル
が
変
わ
り
ま
し
た

　

平
成
28
年
２
月
３
日
に
公
職
選
挙
法
が
改

正
さ
れ
、
条
件
を
満
た
す
場
合
に
限
り
、
前

住
所
地
に
お
け
る
名
簿
登
録
が
認
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
場
合
は
足
寄
町
選
挙
管
理
委
員
会
か

ら
入
場
券
が
届
き
ま
す
の
で
、
足
寄
町
で
投

票
し
て
い
た
だ
く
か
、
も
し
く
は
不
在
者
投

票
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
方
に
は
入
場

券
ハ
ガ
キ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
入
場
券
に
は

選
挙
期
日
や
投
票
時
間
、
選
挙
当
日
の
投
票

所
の
場
所
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
投

票
所
に
は
自
分
の
入
場
券
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
受
け
付
け
で
選
挙
人
名
簿
と
照
合
し

確
認
し
た
後
、
投
票
用
紙
を
お
渡
し
し
ま
す

の
で
所
定
の
場
所
で
記
入
し
、
投
票
箱
に
入

れ
て
く
だ
さ
い
。

※
入
場
券
を
忘
れ
た
り
、
失
く
し
て
し
ま
っ

た
り
し
て
も
本
人
確
認
を
す
る
こ
と
で
投

票
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
公
示
日
の
翌
日

か
ら
選
挙
期
日
の
前
日
ま
で
、
役
場
１
階

に
て
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。
選
挙
当

日
に
用
事
が
あ
っ
て
投
票
で
き
な
い
場
合

は
、
期
日
前
投
票
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
出
張
や
入
院
な
ど
で
長
期
で
不
在
に
な
る

場
合
は
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、

足
寄
町
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

総
務
省
特
設
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
詳
し
い

説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。

総
務
省
特
設
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ア
ド
レ
ス

h
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７
月
10
日
執
行
の
第
24
回
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
か
ら
、
投
票
時
間
が
変
更
と
な
り
ま

し
た
。

　

投
票
時
間
は
、
今
後
送
付
す
る
入
場
券
に

記
載
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
選
挙
か
ら
選

挙
当
日
に
お
け
る
全
て
の
投
票
所
は
閉
鎖
す

る
時
刻
を
繰
り
上
げ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
期
日
前
投
票
の
時
間
に
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
（
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時

ま
で
）。
不
明
な
点
は
足
寄
町
選
挙
管
理
委

員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳　

細　

足
寄
町
選
挙
管
理
委
員
会

�

（
足
寄
町
役
場
総
務
課
内
）

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３
２
０
・
３
２
１

投
票
時
間
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

投票区名 投 票 所 名
投票所を
開く時刻

投票所を
閉じる時刻

第１投票所 足寄町役場 午前７時 午後７時

第２投票所 足寄小学校体育館 午前７時 午後７時

第３投票所 旭町母と子の家 午前７時 午後７時

第４投票所 下愛冠コミュニティセンター 午前７時 午後７時

第５投票所 中足寄集落センター 午前７時 午後５時

第６投票所 螺湾寿の家 午前７時 午後６時

第７投票所 上足寄集落センター 午前７時 午後５時

第８投票所 鷲府集会所 午前７時 午後５時

第９投票所 上利別基幹集落センター 午前７時 午後６時

第10投票所 大誉地集落センター 午前７時 午後５時

第11投票所 芽登生活改善センター 午前７時 午後６時

第12投票所 茂喜登牛集落センター 午前７時 午後５時
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足寄町の財政状況
（平成28年３月末現在）

歳　出

平成27年度予算の執行状況（平成28年３月31日現在）をお知らせします。

この数値は決算額とは異なります。それは、会計年度は４月１日から３月31日までですが、この後、出納整

理期間（４月１日から５月31日まで）があり、この間にもお金の出し入れがあるからです。

一般会計

歳　入

特別会計の収支状況

会　　計　　名 予　　算　　額 収　入　済　額 支　出　済　額 執行率

国 民 健 康 保 険 事 業 12億1,823万4千円 9億6,035万1千円 10億3,490万1千円 85.0％

簡 易 水 道 3,809万0千円 894万2千円 3,416万0千円 89.7％

公 共 下 水 道 事 業 3億8,320万2千円 1億4,232万1千円 3億7,302万6千円 97.3％

介 護 保 険 8億6,884万4千円 7億1,819万1千円 7億6,400万2千円 87.9％

足 寄 都 市 計 画 足 寄 市 街 地 区
土 地 区 画 整 理 事 業 1億8,716万6千円 4,713万1千円 1億8,479万0千円 98.7％

介 護 サ ー ビ ス 事 業 2億7,506万8千円 1億7,612万2千円 2億5,909万5千円 94.2％

後 期 高 齢 者 医 療 1億1,220万8千円 1億0,456万9千円 1億0,757万8千円 95.9％

企業会計の収支状況

会　　　計　　　名 予　　算　　額 収　入　済　額 支　出　済　額

上 水 道 事 業
収益的収入及び支出 1億4,743万6千円 1億5,035万7千円 1億3,792万8千円

資本的収入及び支出 9,256万2千円 1,422万3千円 788万2千円

病 院 事 業
収益的収入及び支出 12億7,189万5千円 9億5,614万3千円 9億8,773万5千円

資本的収入及び支出 8,641万1千円 3,885万6千円 6,894万5千円

44億7,760万6千円

44億7,760万6千円

1億3,100万0千円

11億5,574万8千円

8億4,309万2千円

8億5,193万4千円

7億2,729万3千円

7億8,956万0千円

収入済額

予　算　額

収入済額
　75億3,021万4千円
予　算　額
  96億7,393万6千円
執　行　率
　77.8％

0 12108642
（億円）

国税（所得税、法人税、酒税、消
費税など）の一部から、町の財政
状況に応じて交付されるお金です。

地　方
交付税

2億1,935万9千円

4億3,237万9千円

皆さんに納めていただいた
税金です。 町　税

多額の資金を必要とする事業を
早く完了するため、国や銀行な
どから借り入れるお金です。

町　債

4億3,571万3千円

8億0,292万2千円

特別会計や基金との間で相互
に資金運用をし、一般会計に
繰り入れされるお金です。

繰入金
 3,714万8千円

 2億0,167万0千円

町の特定の事務・事業に対
して、国からくるお金です。

ふるさと納税による寄附な
どのお金です。

国　庫
支出金

4億9,166万3千円

7億8,801万6千円

町が行う事務・事業に対し
て、北海道からくるお金で
す。

道支出金

1億6,734万0千円

1億7,410万1千円

地方譲与税や繰越金、分担
金及び負担金、財産収入な
どのお金です。

その他

寄附金

預金利子、貸付元利収入な
ど、ほかの項目に属さない
お金です。

諸収入

10億3,264万9千円

16億1,685万1千円

特別職・一般職の給与など
の経費です。職員費

6億3,180万2千円

11億0,550万9千円

支出済額 

予　算　額 

支出済額
　79億7,833万7千円
予　算　額
  96億7,393万6千円
執　行　率
　82.5％

（億円）
20 15 10 5 0

7億6,591万7千円

8億1,407万7千円

消防施設費、商工業振興、
議会、労働者対策、災害復
旧などの経費です。

その他

6億5,953万9千円

7億1,587万3千円

小・中学校の改修や備品の
購入、生涯学習推進などに
使われる経費です。

教育費

10億8,786万7千円

10億8,796万0千円

借入金の返済金、利子など
です。公債費

12億3,445万4千円

12億5,204万7千円

民生費
幼児やお年寄り、からだの
弱い方を援護するための経
費です。

11億6,151万0千円

15億3,387万2千円

土木費
道路改良、橋の架け替え、
公営住宅の建設、公園の管
理などの経費です。

役場の全般的な仕事、税金
を集める仕事、戸籍事務や
選挙事務のための経費です。

総務費

6億6,870万4千円

7億3,643万8千円

皆さんの健康を守ったり、
ごみなどを処理したりする
ための経費です。

衛生費
7億3,589万5千円

8億1,130万9千円

農林水産
業　　費

農業基盤整備の工事費や農
業・林業振興のための経費
です。

※収益的収入及び支出とは、サービスの提供により得た収入とサービスの提供に要した人件費や物件費など

の支出を指します。また、資本的収入及び支出とは、将来の経営活動に備えて行う建設改良にかかる支出

とその財源となる収入を指します。
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　第87回メーデー足寄地区集会（足寄地区連

合会主催）が行われ、町内の労働組合員やそ

の家族など約１００人が参加しました。参加

者は「地方切り捨て反対」「介護職場の待遇

改善」などを訴えながら市街地を行進しまし

た。その後、町民センターで集会が開かれま

した。

４.28 スローガンを唱え行進

　足寄動物化石博物館（澤村寛館長）で、地

質の日（５月10日）を記念としたイベントと

して「石はみがくと玉になる」が開催され、

町内外から親子連れ約30人が参加しました。 

参加者は十勝石や結晶片岩をサンドペーパー

で磨きながら丁寧に水で洗い流し、つるつる

に輝いていく過程を楽しんでいました。

５.８ きらきら光るかな

　芽登小学校（中村秀明校長、児童数24人）

の児童たちが国道２４１号沿いの駐車場で清

掃活動「クリーン作戦」を実施。同校では、

毎年この時季に、地域をきれいにするためご

み拾い活動を行っており、児童たちは空き缶

やペットボトル、吸い殻など草や木で見えに

くいごみも細かく拾いました。

５.５ 家族連れでにぎわう

５.２ クリーン作戦 交通ルールを守って

　道立青少年体験活動支援施設ネイパル足寄

（杉山良雄所長）で春のこどもフェスティバ

ルが行われ、町内外から親子連れなど約９０

０人が訪れました。来場者は縁日ひろば、ソ

ーセージづくりなどの体験コーナーの他、雌

阿寒太鼓やヒップホップダンスなどの多彩な

催しに目を輝かせながら楽しんでいました。

４.24 練習の成果を披露
　足寄消防団（奥泉圀博団長）の連合演習が

役場駐車場横で行われ、団員１２１人、陸上

自衛隊足寄分屯地隊員５人、消防車両11台が

参加しました。団員らはきびきびとした動作

で演習に取り組み、日頃の練習の成果を発揮。

来賓や見学者に機械器具点検や小隊訓練など

を披露し大きな拍手が送られていました。

町内の各小学校で交通安全教室が行われました。

５.13 消防署を見学
　足寄小学校（根広至校長）の４年生55人

が、社会科見学のため足寄消防署（大竹口孝

幸署長）を訪れ、暮らしを守ることの大切さ

を学びました。児童らは、消防職員から仕事

の内容や消防車の仕組みについて説明を受け

ると、メモを取りながら真剣な表情で聞き入

っていました。

4. 22　大誉地小学校

5. 10　芽登小学校

5. 9　螺湾小学校

5. 18　足寄小学校
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●
児
童
館
分
室
を
開
設
し
ま
し
た

　

４
月
１
日
に
開
館
し
た
足
寄
町
児
童
館「
あ

し
ょ
べ
ー
る
」（
南
６
条
２
丁
目
）
の
１
階

図
書
コ
ー
ナ
ー
に
足
寄
町
図
書
室
（
町
民
セ

ン
タ
ー
内
）
分
室
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

足
寄
町
図
書
室
の
図
書
約
８
０
０
冊
を
移

設
し
、
本
の
貸
し
出
し
・
閲
覧
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
ま
た
、
足
寄
町
図
書
室
の
本
の

取
り
寄
せ
や
返
却
も
可
能
で
す
。
ど
な
た
で

も
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

【
開
室
時
間
】

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

【
休
室
日
】

　

日
曜
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

【
貸
出
期
間
・
冊
数
】

　

２
週
間
以
内
で
１
人
４
冊
借
り
ら
れ
ま
す

【
貸
し
出
し
方
法
】

　

貸
し
出
し
に
は
、
図
書
室
利
用
者
カ
ー
ド

が
必
要
で
す
。
カ
ー
ド
は
図
書
室
、
児
童
館

分
室
の
ど
ち
ら
で
も
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
本
人
確
認

で
き
る
も
の
（
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
）
を

持
参
い
た
だ
き
、
交
付
申
請
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

【
返
却
方
法
】

　

児
童
館
内
に
あ
る
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に
入
れ

て
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

●
道
立
図
書
館
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

　

図
書
室
は
、
本
年
度
、
北
海
道
立
図
書
館

の
支
援
事
業
に
よ
り
、
１
年
間
限
定
で
道
立

図
書
館
か
ら
新
刊
書
約
７
０
０
冊
を
貸
し
出

し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

５
月
か
ら
来
年
１
月
ま
で
毎
月
50
冊
の
新

刊
書
が
送
ら
れ
て
く
る
と
と
も
に
、
途
中
で

同
支
援
事
業
を
受
け
て
い
る
今
金
町
と
新
刊

書
の
交
換
も
行
い
ま
す
。
届
い
た
新
刊
書
は
、

図
書
室
内
に
「
道
立
図
書
館
新
刊
書
コ
ー
ナ

ー
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
一
般
書
・
児
童

書
・
絵
本
の
各
ジ
ャ
ン
ル
で
普
段
購
入
で
き

な
い
新
刊
書
も
多
数
配
架
し
て
い
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

図
書
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
内
）
特
集
で
す�

【
詳
細 

☎
25

－

３
１
８
８
】

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

図
書
室
は
、
６
月
27
日
㈪
か
ら
７
月
１
日

㈮
ま
で
の
５
日
間
、
図
書
整
理
の
た
め
、
町

民
セ
ン
タ
ー
２
階
の
図
書
室
お
よ
び
同
１
階

の
子
ど
も
図
書
室
を
臨
時
休
館
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
期
間
中
、
図
書
の
貸
し
出
し
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
借
り
て
い
る
本
の
返
却
は
、
設

置
し
て
あ
る
返
却
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
７
月
２
日
㈯
か
ら
は
通
常
通
り
開

館
し
ま
す
。

読
み
聞
か
せ

●
ブ
レ
ー
メ
ン
の
お
話
し
会

開
催
日　

６
月
18
日
㈯　

７
月
16
日
㈯

　
　
　
　

９
月
17
日
㈯

時　

間　

午
後
１
時
～
２
時

対　

象　

幼
児
か
ら
小
学
校
中
学
年

詳　

細　

生
涯
学
習
室　

☎
25

－
３
１
８
８

●
絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」

開
催
日　

６
月
25
日
㈯　

７
月
23
日
㈯

　
　
　
　

８
月
27
日
㈯　

９
月
24
日
㈯

時　

間　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

対　

象　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年

詳　

細　

絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」
事
務
局

�

☎
25

－

４
９
７
４

●
「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」

開
催
日　

７
月
12
日
㈫　

８
月
９
日
㈫

　
　
　
　

９
月
13
日
㈫

時　

間　

午
前
11
時
～
11
時
30
分

対　

象　

乳
幼
児

詳　

細　

「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」
事
務
局

�

☎
25

－

４
２
９
５

新

刊

案

内

●
一
般
書

羊
と
鋼
の
森�

宮
下　

奈
都

ま
ま
な
ら
な
い
か
ら
私
と
あ
な
た

�

朝
井
リ
ョ
ウ

世
界
か
ら
猫
が
消
え
た
な
ら�

川
村　

元
気

若
様
と
ロ
マ
ン�

畠
中　
　

恵

恭
一
郎
と
七
人
の
叔
母�

小
路　

幸
也

な
に
も
な
い
こ
と
が
多
す
ぎ
る�

片
山　

恭
一

イ
ノ
セ
ン
ト�

島
本　

理
生

女
の
七
つ
の
大
罪�

林　

真
理
子

大
き
く
な
る
日�

佐
川　

光
晴

彼
女
に
関
す
る
十
二
章�

中
島　

京
子

ニ
セ
モ
ノ
の
妻�

三
崎　

亜
記

ス
ク
ー
プ
の
た
ま
ご�

大
崎　
　

梢

屋
上
の
道
化
た
ち�

島
田　

荘
司

ラ
ス
ト
・
ワ
ル
ツ�

柳　
　

広
司

イ
ヤ
シ
ノ
ウ
タ�

吉
本
ば
な
な

百
歳
ま
で
の
読
書
術�

津
野
海
太
郎

石
川
啄
木�

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン

パ
ン
ド
ラ
の
少
女�

Ｍ
．
Ｒ
．
ケ
ア
リ
ー

ラ
ガ　

－

見
え
な
い
大
陸
へ
の
接
近

�

ル
・
ク
レ
ジ
オ

親
子
で
楽
し
む
手
形
ア
ー
ト　

－

か
ん
た
ん

か
わ
い
い�

や
ま
ざ
き
さ
ち
え

毎
日
の
お
味
噌
汁�

平
山　

由
香

食
品
の
保
存
テ
ク
便
利
帳�

村
田　

容
常

●
児
童
書
・
絵
本

天
と
地
の
守
り
人　

第
１
部
～
第
３
部

�

上
橋
菜
穂
子

虚
空
の
旅
人�

上
橋
菜
穂
子

ね
こ
ど
け
い�

き
し
だ
え
り
こ

ぼ
く
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
キ
ッ
ク
ボ
ク
サ
ー

�

ね
じ
め
正
一

か
あ
ち
ゃ
ん
え
ほ
ん
よ
ん
で�

か
さ
い
ま
り

シ
ナ
モ
ン
の
お
や
す
み
日
記�

小
手
鞠
る
い

こ
の
あ
と
ど
う
し
ち
ゃ
お
う

�

ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ

風
さ
そ
う
弥
生
の
夜
桜�

斉
藤　
　

洋

出
発
進
行
！
里
山
ト
ロ
ッ
コ
列
車

�

か
こ
さ
と
し

い
た
ず
ら
か
い
じ
ゅ
う
は
ど
こ
？

�

パ
ッ
ト
・
ハ
ッ
チ
ン
ス

●
道
立
図
書
館
新
刊

警
察
庁
最
重
要
案
件
指
定�

八
木　

圭
一

芸
術
と
科
学
の
あ
い
だ�

福
岡　

伸
一

面
白
く
て
眠
れ
な
く
な
る
遺
伝
子�

竹
内
薫

悩
ま
し
い
国
語
辞
典�

神
永　
　

曉

陽
気
な
ギ
ャ
ン
グ
は
三
つ
数
え
ろ

�

伊
坂
幸
太
郎

内
房
線
の
猫
た
ち�

西
村
京
太
郎

パ
ピ
ヨ
ン
ル
ー
ジ
ュ
と
嵐
の
星�

茅
田　

砂
胡

惑
星
カ
ロ
ン�

初
野　
　

晴

老
後
の
資
金
が
あ
り
ま
せ
ん�

垣
谷　

美
雨

大
河
ド
ラ
マ
と
日
本
人�

星　
　

亮
一

池
上
彰
の
ニ
ュ
ー
ス
そ
う
だ
っ
た
の
か
�
１

�

池
上　
　

彰

リ
ン
パ
ケ
ア
革
命
２�

木
村　

友
泉

３
６
５
日
、
今
日
行
く
べ
き
世
界
で
一
番
す

ば
ら
し
い
場
所�

サ
ラ
・
バ
ク
ス
タ
ー

名
画
の
謎
を
解
き
明
か
す
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
・

シ
ン
ボ
ル
図
鑑�

平
松　
　

洋

飛
田
さ
ん
家
の
お
つ
か
れ
さ
ま
ご
は
ん

�

飛
田　

和
緒

野
菜
た
っ
ぷ
り
お
か
ず
の
本�

大
庭　

英
子

◎
平
成
27
年
度
図
書
室

　

年
間
貸
出
ラ
ン
キ
ン
グ
ベ
ス
ト
３

【
一
般
書
】

第
１
位　

火
花�

又
吉　

直
樹

第
２
位　

ラ
プ
ラ
ス
の
魔
女�

東
野　

圭
吾

第
３
位　

マ
ル
暴
甘
糟�

今
野　
　

敏

【
絵　

本
】

第
１
位　

決
定
版
ア
ニ
メ
ラ
ン
ド　

眠
れ
る

　
　
　
　

森
の
美
女�

斎
藤　

妙
子

第
２
位　

せ
ん
ろ
は
つ
づ
く
ま
だ
つ
づ
く

�

竹
下　

文
子

第
３
位　

ど
ん
ぐ
り
む
ら
の
ぱ
ん
や
さ
ん

�

な
か
や　

み
わ

詳　

細　

図
書
室�

☎
25

－

３
１
８
８
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「
ア
シ
ョ
ロ
ア
」
発
見
か
ら
40
年

　

１
９
７
６
年
（
昭
和
51
年
）
に
足
寄
町
茂

螺
湾
で
発
見
さ
れ
、
２
０
０
１
年
に
復
元
骨

格
と
し
て
博
物
館
に
登
場
し
た
「
ア
シ
ョ
ロ

ア
」。
発
見
か
ら
40
年
を
記
念
し
て
、
こ
の

夏
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

ア
シ
ョ
ロ
ア
発
見
40
年
記
念
ロ
ビ
ー
展
を
、

７
月
９
日
㈯
か
ら
18
日
㈪
ま
で
町
民
セ
ン
タ

ー
で
、
記
念
講
演
会
を
７
月
24
日
㈰
と
８
月

７
日
㈰
に
開
催
し
ま
す
。
ロ
ビ
ー
展
で
は
、

こ
れ
ま
で
と
は
変
身
し
た
姿
の
デ
ス
モ
ス
チ

ル
ス
も
展
示
予
定
で
す
。
な
お
、
詳
細
は
「
博

物
館
だ
よ
り
」（
７
月
６
日
発
行
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

詳　

細　

博
物
館�

☎
25

－

９
１
０
０

動
物
化
石
博
物
館
情
報

募
集
し
ま
す

出演する「クラリネットアンサン
ブル・トゥーキューブ」の皆さん

茂螺湾川でのアショロア発掘風景
（1976年）

お

知

ら

せ

●
６
月
は
ス
ポ
ー
ツ
月
間

　

足
寄
町
体
育
協
会
（
宇
野
浩
会
長
）で
は
、

６
月
を
ス
ポ
ー
ツ
月
間
と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

大
会
や
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
個
人
で
も
仲

間
同
士
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
出
前
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

町
内
の
自
治
会
や
職
場
の
仲
間
と
行
う
健

康
づ
く
り
活
動
に
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。
卓

球
や
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン

グ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
目
に
対
応
し
て
い
ま

す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
野
外
体
育
施
設
オ
ー
プ
ン

　

野
外
体
育
施
設
を
団
体
で
利
用
す
る
場
合

は
、
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
ご
利
用

の
際
は
、
必
ず
総
合
体
育
館
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
使
用
の
際
は
、
施
設
の
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

野
外
体
育
施
設

　

自
由
広
場
、
陸
上
競
技
場
、
野
球
場
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
、
と
き
わ
サ
ッ
カ
ー
場
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
（
と
き
わ
・
と
き
わ
東
・
里
見

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
・
里
見
ウ
エ
ス
ト
ヒ
ル
）

※
里
見
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
は
、
公
園
再
整
備
工

事
の
た
め
Ｂ
コ
ー
ス
の
み
開
放
し
ま
す
。

詳　

細　

総
合
体
育
館�

☎
25

－

３
１
９
１

●
各
種
委
嘱
委
員

　

平
成
28
年
度
の
教
育
委
員
会
委
嘱
委
員
（
社

会
教
育
関
係
の
み
）
お
よ
び
社
会
教
育
関
係

団
体
の
代
表
者
を
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）。

●
教
育
委
員
会
委
嘱
委
員
（
社
会
教
育
関
係
）

社
会
教
育
委
員
の
会
議

�

委

員

長　

伊
藤　

貴
之

�

副
委
員
長　

小
松　

洋
一

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
会
議

�

委

員

長　

沼
田　

信
二

�

副
委
員
長　

松
本　

憲
治

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会

�

委

員

長　

宇
野　
　

浩

�

副
委
員
長　

細
野　

博
文

文
化
財
専
門
委
員
会

�

委

員

長　

澤
村　
　

寛

�

副
委
員
長　

齊
藤　
　

修

●
社
会
教
育
関
係
団
体
代
表

文
化
協
会
会
長�

細
野　

博
文

日
本
足
並
み
会
会
長�

髙
橋　

秀
樹

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長�

中
村　

一
行

青
年
団
体
連
絡
協
議
会
会
長�

安
藤　

翔
悟

青
年
協
議
会
会
長�

島
田　

初
佳

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
会
長�

進
藤　

晴
子

地
域
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
会
長

�

佐
々
木
寿
雄

体
育
協
会
会
長�

宇
野　
　

浩

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
本
部
長�

阿
部　

智
一

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
情
報
紙
「
え
ん
ぜ
る
」
編
集
員

　

子
育
て
支
援
情
報
紙
「
え
ん
ぜ
る
」
を
月

１
回
発
行
し
、
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
向
け

に
子
育
て
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
編
集
会
議
へ
の
参
加
や
原
稿
を
執
筆
し

て
い
た
だ
け
る
編
集
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
中
の
マ
マ
や
子
育
て
を
終
え
た
先
輩

マ
マ
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」
運
営
ス
タ
ッ
フ

　

子
育
て
支
援
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」
は
、

不
用
に
な
っ
た
子
ど
も
服
な
ど
の
提
供
や
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
の
貸
し
出
し
を
、
毎
月
１

回
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

前
日
準
備
と
当
日
運
営
を
手
伝
っ
て
く
れ
る

女
性
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

町
内
の
各
学
校
や
町
民
セ
ン
タ
ー
子
ど
も

図
書
室
な
ど
で
、
読
み
聞
か
せ
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
行
っ
て
い
る
、
絵
本
の
会
「
は
ら
っ

ぱ
」
と
「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」
で
は
、
読

み
聞
か
せ
に
興
味
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

開
催
し
ま
す

子
育
て
・
家
庭
教
育

生
涯
学
習
事
業

学
校
教
育

社
会
体
育
事
業

●
子
育
て
支
援
・
学
習
と
交
流
の
会

「
す
く
す
く
」

開
催
日　

６
月
16
日
㈭　

７
月
21
日
㈭

　
　
　
　

８
月
18
日
㈭　

９
月
13
日
㈫

時　

間　

午
前
10
時
10
分
～
11
時
50
分

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー

そ
の
他　

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
託
児
所
も
あ
り
ま
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
子
育
て
支
援
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」

開
催
日　

６
月
21
日
㈫　

７
月
26
日
㈫

　
　
　
　

８
月
23
日
㈫

時　

間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
第
１
・
２
会
議
室

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

開
催
日　

７
月
28
日
㈭

時　

間　

午
前
10
時
～
正
午

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

対　

象　

乳
児
健
診
該
当
者

※
乳
児
健
診
時
に
読
み
聞
か
せ
を
し
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
を
配
布
す
る
事
業
で
す
。

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

開
催
日　

６
月
18
日
㈯

時　

間　

開
場　

午
後
５
時
30
分

　
　
　
　

開
演　

午
後
６
時

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

内　

容　

さ
ま
ざ
ま
な
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
使

い
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
み
な
ら
ず
幅

広
い
楽
曲
を
演
奏
す
る
楽
し
い
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
教
科
用
図
書
展
示
会

　

教
育
委
員
会
で
は
、
現
在
町
内
の
小
中
学

校
で
使
用
し
て
い
る
教
科
用
図
書
の
展
示
を

行
い
ま
す
。

目　

的　

教
科
用
図
書
を
公
開
し
、
学
校
教

育
お
よ
び
教
科
指
導
に
対
す
る
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
。

期　

間　

６
月
17
日
㈮
～
７
月
１
日
㈮

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
２
階
ロ
ビ
ー

※
ど
な
た
で
も
自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

詳　

細　

教
育
総
務
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
町
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
展

６
月
24
日
㈮
～
７
月
７
日
㈭

　
　

ち
ょ
っ
と
昔
の
足
寄
広
報
写
真
展

７
月
９
日
㈯
～
７
月
18
日
㈪

　
　

ア
シ
ョ
ロ
ア
発
見
40
年
記
念
移
動
展

７
月
22
日
㈮
～
８
月
８
日
㈪

　
　

原
爆
写
真
展

●
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
教
室

開
催
日　

６
月
15
日
㈬　

16
日
㈭　

17
日
㈮

　
　
　
　
　
　

22
日
㈬　

23
日
㈭　

24
日
㈮

　
　
　
　

全
６
回

時　

間　

午
後
３
時
30
分
～
５
時

場　

所　

温
水
プ
ー
ル

対　

象　

小
学
1
年
生
～
６
年
生

詳　

細　

総
合
体
育
館�

☎
25

－

３
１
９
１

●
元
気
ア
ッ
プ
運
動
教
室
（
初
心
者
水
泳
）

開
催
日　

７
月
20
日
㈬　

22
日
㈮　

27
日
㈬

　
　
　
　
　
　

29
日
㈮　

全
４
回

時　

間　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場　

所　

温
水
プ
ー
ル

内　

容　

初
心
者
を
中
心
と
し
た
水
泳
教
室

対　

象　

18
歳
以
上
の
町
民

詳　

細　

総
合
体
育
館�

☎
25

－

３
１
９
１

●
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
旅

開
催
日　

７
月
24
日
㈰

時　

間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
２
時

場　

所　

音
更
町
エ
コ
ロ
ジ
ー
パ
ー
ク
周
辺

対　

象　

18
歳
以
上
の
町
民

詳　

細　

総
合
体
育
館�

☎
25

－

３
１
９
１

●
第
14
回
町
民
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会

開
催
日　

８
月
28
日
㈰

時　

間　

午
前
８
時
30
分
か
ら

場　

所　

陸
上
競
技
場
ほ
か

内　

容　

自
治
会
対
抗
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
競
技
、一
般
・

小
学
生
交
流
ゲ
ー
ム�

ほ
か

詳　

細　

総
合
体
育
館�

☎
25

－

３
１
９
１

８
月
17
日
㈬
～
８
月
29
日
㈪

　
　

第
31
回
全
十
勝
写
真
公
募
展

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８
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国民健康保険に関するお知らせ

入院時の食事療養標準負担額が変わります

■国民健康保険高齢受給者証を更新します

　国民健康保険に加入している70歳から74歳までの方に現在交付している「国民健康保険高齢受給者証」は、

７月31日をもって有効期限が満了となります。８月１日から使用できる新しい受給者証は７月末までに各家

庭に郵送しますので、新しい高齢受給者証が届きましたら住所・氏名等の記載内容を確認してください。

※総収入額が基準収入額に当てはまる方は、申請により窓口負担の割合が１割または２割になります。

負担割合判定の基準
窓口負担の割合

生年月日 住民税の課税標準額

昭和19年４月１日以前に生まれた方
１４５万円未満 １割

１４５万円以上 　３割※

昭和19年４月２日以降に生まれた方
１４５万円未満 ２割

１４５万円以上 　３割※

　住民税課税世帯の方の食事療養標準負担額（食事代）が次の通り変更になります。

※ただし、都道府県が発行する指定難病の医療受給者証をお持ちの方は変更ありません。

※指定難病の方は、医療受給者証を医療機関へ提示してください。また、指定難病の医療受給者証について

は帯広保健所（☎０１５６－２７－８６３４）までお問い合わせください。

■ジェネリック医薬品を利用しましょう

　ジェネリック医薬品とは、新薬の特許が切れたあとに後発で製造販売される医療用医薬品のことです。

　ジェネリック医薬品を利用すると医療費の節約になる他、薬によって異なりますが新薬より３割以上、中

には５割以上も安くなることがあります。

※「ジェネリック医薬品希望シール」が必要な方は、お問い合わせください。

詳　　細　役場住民課住民室保険担当　☎２５－２１４１内線２１５　

【医療費通知イメージ】

　ジェネリック医薬品は、新薬と同等の効果・効能をもっており、安全性も厚生労働省が承認している

安全なお薬です。ジェネリック医薬品の処方を希望する方は、医師や薬剤師にその旨を伝えてください。

　また、手軽に意思表示ができる「ジェネリック医薬品希望シール」もご活用ください。

《平成28年４月１日から》 　１食につき 　２６０円 → ３６０円

《平成30年４月１日から》 　１食につき 　３６０円 → ４６０円

受診年月 診療を受けた医療機関等 診療区分 日数 医療費総額 自己負担額

Ｈ26年１月 ○○病院 医科外来 1 18,000 1,800

Ｈ26年２月 ××薬局 調　　剤 1 10,000 1,000

合　　　　計 28,000 2,800

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

医
療
費
を
通
知
し
ま
す

　

平
成
28
年
９
月
か
ら
、
希
望
者
だ
け
で
な

く
全
受
診
者
（
平
成
28
年
１
月
～
６
月
に
受

診
し
た
方
）
に
医
療
費
通
知
を
お
送
り
し
ま

す
。

　

な
お
、
発
行
時
期
は
９
月
と
翌
３
月
に
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
こ
の
通
知
は
、
確
定
申
告
の
添
付
資
料
と

し
て
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
れ

は
受
診
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
も

の
で
あ
り
、
請
求
書
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

医
療
費
通
知
の
活
用
に
つ
い
て

・
医
療
費
の
推
移
が
一
目
で
分
か
る
た
め
、

健
康
状
態
の
把
握
や
健
康
管
理
に
活
用
で

き
ま
す
。

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
や
健
康
診
査
な
ど
、

健
康
保
持
・
増
進
に
役
立
つ
情
報
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

・
診
療
日
数
等
に
間
違
い
が
な
い
か
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

詳　

細　

役
場
住
民
課
住
民
室
保
険
担
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２
１
４
１
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線
２
１
７

　

現
在
お
持
ち
の
福
祉
医
療
（
重
度
・
ひ
と

り
親
・
乳
幼
児
お
よ
び
児
童
）
受
給
者
証
は
、

７
月
31
日
㈰
を
も
っ
て
有
効
期
限
が
満
了
と

な
り
ま
す
。

　

８
月
１
日
以
降
使
用
で
き
る
新
し
い
受
給

者
証
は
７
月
下
旬
に
各
家
庭
に
郵
送
し
ま
す

の
で
、
新
し
い
受
給
者
証
が
届
き
ま
し
た
ら
、

住
所
・
氏
名
等
の
記
載
内
容
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
１
月
２
日
以
降
に
足
寄

町
へ
転
入
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
受
給
者

証
更
新
の
際
に
「
平
成
28
年
度
所
得
課
税
証

明
書
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
１
月
１
日
時

点
の
居
住
地
の
市
区
町
村
役
場
に
平
成
28
年

度
所
得
課
税
証
明
書
を
請
求
し
、
６
月
末
ま

で
に
役
場
住
民
課
住
民
室
保
険
担
当
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
本
町
は
福
祉
医
療
の
受
給
資
格
に
所
得
制

限
を
設
け
て
お
り
、
受
給
者
証
更
新
の
際

に
所
得
超
過
等
に
よ
り
、
受
給
資
格
非
該

当
と
な
っ
た
方
に
も
そ
の
旨
通
知
し
ま
す
。

※
現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証
は
、
８
月
１
日

以
降
に
各
自
で
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

福

祉

医

療
（
重
度
・
ひ
と
り
親
・

乳
幼
児
お
よ
び
児
童

）

受
給
者
証
を
更
新
し
ま
す

詳　
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室
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２
１
４
１
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線
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１
８

福
祉
医
療
助
成
制
度
の
種
類

●
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助
成
制
度

　

心
身
に
重
度
の
障
が
い
を
持
つ
方
の

医
療
費
の
一
部
を
北
海
道
と
足
寄
町
が

助
成
し
ま
す
。

●
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
制
度

　

ひ
と
り
親
家
庭
（
母
子
家
庭
・
父
子

家
庭
）
の
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
、
お

子
さ
ん
の
医
療
費
の
一
部
を
北
海
道
と

足
寄
町
が
助
成
し
ま
す
。

●
乳
幼
児
及
び
児
童
医
療
費
助
成
制
度

　

中
学
生
以
下
（
中
学
校
修
了
前
）
の

お
子
さ
ん
の
医
療
費
の
一
部
を
北
海
道

と
足
寄
町
が
助
成
し
ま
す
。
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利用登録申請書
園
児
ら
の
笑
ひ
さ
ざ
め
き
春
の
風�

小
山
田
富
美
子

農
を
継
ぎ
夢
を
大
き
く
春
耕
す�

山
岸
　
清
子

母
馬
を
真
似
る
仕
草
の
仔
馬
か
な�

坂
本
　
夢
乃

春
風
を
き
っ
て
自
転
車
颯さ

っ

爽そ
う

と�

吉
田
　
哲
子

高
架
線
通
過
列
車
や
風
光
る�

小
山
　
博
子

誕
生
の
歓
呼
の
声
に
仔
馬
起
つ�

湯
浅
　
保
子

主
の
声
聞
き
て
駈
け
く
る
仔
馬
か
な�

高
橋
と
し
子

風
切
っ
て
母
の
目
離
れ
駈
く
仔
馬�

山
本
ひ
ろ
し

見
た
ま
ま
感
じ
た
ま
ま 

足
寄
凍
土
吟
社

俳 

句

町民文芸

消防通信　第17号

前　略

足寄消防署より

　

平
成
28
年
４
月

か
ら
、
と
か
ち
広

域
消
防
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

広
域
化
に
よ
っ

て
、
１
１
９
番
通

報
は
帯
広
市
に
配

置
さ
れ
た
「
指
令

セ
ン
タ
ー
」
で
一

括
し
て
受
け
付
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
町
村
の
境
界
に
関
係
な
く
出
動

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
た
め
、
今
ま
で
以

上
に
早
く
現
場
に
到
着
し
活
動
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
障
が
い
な
ど
に
よ
っ
て
電
話
で

の
１
１
９
番
通
報
が
困
難
な
方
の
た
め
の
シ

ス
テ
ム
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

メ
ー
ル
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の

１
１
９
番
通
報
が
可
能
に
！

　

聴
覚
障
害
や
言
語
機
能
、
そ
し
ゃ
く
機
能

な
ど
の
障
害
に
よ
り
電
話
で
の
１
１
９
番
通

報
が
困
難
な
方
は
「
と
か
ち
広
域
消
防
局
メ

ー
ル
１
１
９
番
通
報
シ
ス
テ
ム
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
メ
ー
ル
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
１

１
９
番
通
報
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、

十
勝
管
内
の
全
て
の
市
町
村
で
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

同
シ
ス
テ
ム
の
利
用
対
象
者
は
、
各
市
町

村
に
居
住
し
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

で
す
。

・
聴
覚
障
が
い
者
等
で
、
身
体
障
が
い
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

・
消
防
局
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
方

利
用
に
は
申
請
書
が
必
要
で
す
！

　

と
か
ち
広
域
消
防
局
メ
ー
ル
１
１
９
番
通

報
シ
ス
テ
ム
利
用
登
録
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
足
寄
消
防
署
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
後
、
申
請
内
容
を
審
査
し
て
問

題
が
な
け
れ
ば
、
シ
ス
テ
ム
利
用
者
と
し
て

登
録
さ
れ
、
登
録
者
本
人
に
登
録
完
了
メ
ー

ル
が
送
ら
れ
ま
す
。

い
つ
で
も
災
害
情
報
を
確
認
で
き
ま
す

　

と
か
ち
広
域
消
防
局
災
害
案
内
（
☎
０
１

８
０

－

９
９

－

１
１
９
８
テ
レ
ド
ー
ム
）
は
、

災
害
情
報
を
確
認
で
き
る
電
話
番
号
で
す
。

今
起
こ
っ
て
い
る
災
害
に
つ
い
て
、
音
声
で

知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
一
度
に
大
勢

の
方
が
問
い
合
わ
せ
て
も
情
報
を
提
供
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

　

災
害
発
生
時
に
、
１
１
９
番
通
報
を
利
用

し
て
「
今
鳴
っ
て
い
る
サ
イ
レ
ン
は
何
だ
っ

１
１
９
番
通
報
の
注
意
点

　

緊
急
時
は
気
が
動
転
し
、
落
ち
着
い
て
１

１
９
番
通
報
が
で
き
な
い
こ
と
が
よ
く
あ
り

ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
落
ち
着
い

て
１
１
９
番
通
報
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
出
動
を
要
請
す
る
場
所
の
住
所
は
正
確
に

・
市
町
村
名
○
条
○
丁
目

※
可
能
な
ら
番
地
も
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

②
出
動
要
請
内
容

・
火
災
…
何
が
ど
れ
く
ら
い
燃
え
て
い
る
か

逃
げ
遅
れ
や
け
が
人
の
有
無
等

・
救
急
…
傷
病
者
の
状
態
、
情
報

　
　
　
　

年
齢
、
性
別
、
病
歴
等

・
救
助
…
ど
の
よ
う
な
状
態
か

③
通
報
者
自
身
の
氏
名
、
電
話
番
号

　

場
所
を
確
認
す
る
た
め
に
、
消
防
か
ら
通

報
者
に
折
り
返
し
電
話
を
か
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

詳　
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２
６
１
９

と
か
ち
広
域
消
防

の
運
用
が
開
始

年
間
出
動
件
数�

（
３
月
31
日
現
在
）

救
急
出
動�

141
件
（
７
件
減
）

火
災
出
動�

２
件
（
３
件
減
）

�

※
か
っ
こ
内
は
前
年
比

足
寄
中
学
校
体
育
祭

　

５
月
28
日
、
足
寄
中
学
校
（
長
江
教
貴
校

長
）
の
体
育
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
生
徒
を

代
表
し
て
寺
本
笙
生
徒
会
長
が
「
青
組
も
赤

組
も
こ
の
日
の
た
め
に
精
い
っ
ぱ
い
練
習
し

て
き
ま
し
た
。
今
日
は
悔
い
の
残
ら
な
い
よ

う
１
０
０
％
の
力
を
出
し
切
り
ま
し
ょ
う
」

と
あ
い
さ
つ
。

　

「
輪
～
絆
を
深
め
団
結
力
を
見
せ
つ
け
ろ

～
」
の
体
育
祭
テ
ー
マ
の
下
、
時
折
砂
ぼ
こ

り
が
舞
う
中
、
気
迫
溢
れ
る
競
技
を
見
せ
る

生
徒
た
ち
に
、
詰
め
掛
け
た
父
母
な
ど
か
ら

大
き
な
声
援
が
飛
ん
で
い
ま
し
た
。

た
の
か
」
等
の
問

い
合
わ
せ
を
し
て

く
る
方
が
い
ま
す
。

　

１
１
９
番
通
報

は
、
主
に
緊
急
車

両
の
要
請
や
緊
急

通
報
の
た
め
に
利

用
す
る
も
の
で
す
。

災
害
内
容
を
確
認

し
た
い
場
合
は
、

と
か
ち
広
域
消
防

局
災
害
案
内
を
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

３年生：全力連走�

１年生：Get the flag!!

２年生：ムカデで抜かせ�
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賞味期限と消費期限のイメージ

ミセス ユミ子の

消費生活Ｑ＆Ａ

髙安ユミ子消費生活相談員

第
43
回

い
ろ
ん
な
選
択
肢
が
あ
っ
て
選
べ
な
い
？

～
食
品
表
示
の
こ
と
～

　

皆
さ
ん
は
日
々
の
食
生
活
に
関
し
て
、
商

品
に
表
示
さ
れ
て
い
る
産
地
や
原
材
料
、
賞

味
期
限
や
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
情
報
を
参
考

に
し
な
が
ら
購
入
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
私
た
ち
が
食
品
を
購
入
す
る
際
、
商
品

選
び
の
決
め
手
と
な
る
の
が
「
表
示
」
で
す
。

「
安
全
な
食
品
」
を
選
択
す
る
こ
と
は
「
安

心
な
食
生
活
」
に
繋
が
り
ま
す
の
で
食
品
表

示
の
正
し
い
見
方
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

食
品
表
示
で
分
か
る
こ
と
と
は
ど
ん

な
こ
と
で
す
か
？

す
べ
て
の
食
品
は
「
生
鮮
食
品
」
と

「
加
工
食
品
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

原
材
料
名
の
箇
所
に
あ
る
遺
伝
子
組

換
え
食
品
っ
て
な
に
？

あ
る
生
き
物
か
ら
役
に
立
つ
性
質
を

決
め
る
遺
伝
子
を
取
り
出
し
て
、
手

を
加
え
て
か
ら
元
の
生
き
物
に
戻
し
た
り
、

別
の
種
類
の
生
き
物
に
組
み
込
ん
だ
り
す
る

こ
と
が
遺
伝
子
組
換
え
技
術
で
す
。
遺
伝
子

組
換
え
技
術
を
使
っ
て
品
種
改
良
（
病
害
虫

に
強
い
性
質
を
持
た
せ
る
な
ど
）
し
た
農
産

物
を
遺
伝
子
組
換
え
農
産
物
と
呼
び
、
遺
伝

子
組
換
え
農
産
物
と
そ
の
加
工
食
品
の
両
方

を
遺
伝
子
組
換
え
食
品
と
い
い
ま
す
。

・
カ
ッ
ト
野
菜
の
例

　

千
切
り
キ
ャ
ベ
ツ
や
カ
ッ
ト
し
た
レ
タ
ス
、

メ
ロ
ン
な
ど
、
カ
ッ
ト
し
た
野
菜
や
果
物
を

複
数
種
類
混
ぜ
た
も
の
は
「
加
工
食
品
」
と

な
り
ま
す
。

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！

　

日
本
で
は
、
遺
伝
子
組
換
え
食
品
の
安
全

性
の
評
価
を
、
内
閣
府
食
品
安
全
委
員
会
が

行
っ
て
お
り
、
安
全
性
に
問
題
が
な
い
と
判

断
さ
れ
た
遺
伝
子
組
換
え
食
品
だ
け
が
、
流

通
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

遺
伝
子
は
、
遺
伝
子
組
換
え
食
品
だ
け
で

な
く
、
私
た
ち
が
普
段
食
べ
て
い
る
肉
や
野

菜
な
ど
に
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が

遺
伝
子
を
食
べ
て
も
、
遺
伝
子
は
消
化
さ
れ

て
し
ま
う
の
で
、
体
に
影
響
を
与
え
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

遺
伝
子
組
換
え
食
品
は
、
次
の
８
種
類
の

農
作
物
と
そ
れ
ら
を
原
材
料
に
し
た
33
品
目

の
加
工
食
品
が
、
表
示
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

詳　
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足
寄
町
消
費
生
活
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談
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（
南
６

－

２
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役
場
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民
生
活
担
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－

２
１
４
１
内
線
２
２
２

Q

Q

A

A

ま
ち
の
健
康
だ
よ
り

　

皆
さ
ん
の
家
庭
で
用
意
し
て
い
る
防
災
バ

ッ
グ
の
中
に
は
、
何
が
入
っ
て
い
ま
す
か
。

　

非
常
食
や
水
な
ど
、
生
き
る
上
で
欠
か
せ

な
い
も
の
や
懐
中
電
灯
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、
軍

手
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
等
の
身
の
安
全
に
関
わ
る

も
の
を
揃
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
中
で
忘
れ
が
ち
な
の
が
口

の
中
を
ケ
ア
す
る
グ
ッ
ズ
で
す
。

　

災
害
時
は
水
が
使
え
な
い
状
況
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、
防
災
グ
ッ
ズ
の
中
に
は
口
に
合

っ
た
歯
ブ
ラ
シ
や
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
の
液
体

歯
磨
き
を
入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
歯
磨
き
の
代
替
え
と
し
て
使
え
る

キ
シ
リ
ト
ー
ル
入
り
シ
ュ
ガ
ー
レ
ス
ガ
ム
等

も
入
れ
て
お
く
と
便
利
で
す
。
そ
し
ゃ
く
す

る
こ
と
で
、
ス
ト
レ
ス
の
解
消
や
リ
ラ
ッ
ク

ス
効
果
が
見
込
め
ま
す
。

　

な
お
、
液
体
歯
磨
き
や
キ
シ
リ
ト
ー
ル
入

り
シ
ュ
ガ
ー
レ
ス
ガ
ム
を
長
期
に
わ
た
り
保

存
す
る
際
は
、
消
費
期
限
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

　

避
難
所
生
活
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ

ス
が
溜
ま
り
ま
す
。
疲
れ
や
緊
張
の
連
続
に

よ
り
唾
液
が
出
に
く
く
な
り
、
水
や
歯
ブ
ラ

シ
が
十
分
に
確
保
で
き
な
い
中
、
口
内
の
ケ

ア
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
。
こ
の
口

内
の
汚
れ
と
免
疫
力
の
低
下
が
原
因
で
、
肺

炎
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
患
い
や
す
く
な
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
震
災
関
連
死
と

認
め
ら
れ
る
９
９
２
人
の
う
ち
の
81
．
３
パ

ー
セ
ン
ト
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
あ
り
、

最
多
の
死
亡
原
因
は
肺
炎
で
し
た
。

　

災
害
時
の
口
腔
ケ
ア
は
、
口
内
の
ば
い
菌

を
減
ら
し
、
肺
炎
を
予
防
す
る
他
、
脳
を
活

性
化
さ
せ
、
食
べ
た
り
飲
み
込
ん
だ
り
す
る

機
能
を
高
め
る
な
ど
、
私
た
ち
の
命
を
守
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

歯
ブ
ラ
シ
が
な
い
と
き
は

・
濡
ら
し
た
ハ
ン
カ
チ
な
ど
を
指
に
巻
き
、

歯
ブ
ラ
シ
の
代
わ
り
に
歯
の
表
面
を
拭
き

取
る

・
食
後
に
30
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
程
度
の
水
や
お

茶
で
２
～
３
回
に
分
け
て
、
し
っ
か
り
と

う
が
い
を
す
る

・
よ
く
噛
ん
で
唾
液
を
出
す

　

食
前
食
後
に
口
・
舌
の
体
操
や
唾
液
腺
の

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す
る
の
も
効
果
的
で
す
。

水
が
少
な
い
と
き
は

・
水
30
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
を
準
備
し
、
濡
ら
し

た
歯
ブ
ラ
シ
で
歯
を
磨
き
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
な
ど
で
拭
き
取
り
な
が
ら
歯
磨

き
を
繰
り
返
す

環
境
が
整
備
さ
れ
た
ら

・
食
後
や
寝
る
前
に
は
、
丁
寧
に
歯
磨
き
を

す
る

　

日
頃
か
ら
虫
歯
や
歯
周
病
を
放
置
し
て
い

る
と
、
災
害
時
に
は
口
内
が
さ
ら
に
不
衛
生

に
な
り
ま
す
。
万
一
に
備
え
て
き
ち
ん
と
治

療
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

災
害
と
口
腔
ケ
ア

《
入
れ
っ
ぱ
な
し
の
入
れ
歯
に
も
注
意
！
》

　

汚
れ
た
入
れ
歯
も
、
肺
炎
を
起
こ
し
や
す

く
し
ま
す
。
で
き
る
だ
け
食
後
に
は
入
れ
歯

を
外
し
、汚
れ
を
落
と
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
寝
る
際
は
入
れ
歯
は
外
す
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
で
や
っ
て
み
よ
う
！

パ
タ
カ
ラ
体
操

　

パ
タ
カ
ラ
体
操
は
、
食
べ
た
り
飲
み

込
ん
だ
り
す
る
筋
肉
を
鍛
え
る
体
操
で

す
。
大
き
な
声
で
、
一
語
一
語
し
っ
か

り
口
を
動
か
し
て
、
リ
ズ
ム
良
く
繰
り

返
し
ま
し
ょ
う
。

《
パ
タ
カ
ラ
体
操
》

パ　

パ　

パ
タ
カ
ラ

ピ　

ピ　

ピ
タ
カ
ラ

パ　

パ　

パ　

パ　

パ
ン
ダ
の
宝

パ
…
上
下
の
唇
を
し
っ
か
り
閉
め
て

タ
…
舌
の
全
面
を
上
あ
ご
か
ら
下
あ
ご

へ
打
ち
付
け
て

カ
…
舌
の
奥
に
力
を
入
れ
て
、
喉
を
閉

め
る
よ
う
に

ラ
…
舌
の
先
を
反
ら
せ
て
上
前
歯
の
裏

に
当
て
て

詳　

細　

役
場
福
祉
課
保
健
推
進
担
当

�

☎
25

－

２
５
７
１

　

国
内
で
遺
伝
子
組
換
え
農
産
物
の
流

通
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
遺

伝
子
組
換
え
で
な
い
こ
と
を
故
意
に
表

示
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

〈
消
費
生
活
相
談
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
〉

　

消
費
期
限
や
賞
味
期
限
に
か
か
わ
ら
ず
、

一
度
開
封
し
た
も
の
は
早
め
に
食
べ
る
よ
う

に
し
、
常
温
で
保
存
で
き
る
食
品
は
直
射
日

光
の
当
た
ら
な
い
、
湿
気
の
少
な
い
場
所
で

保
存
し
ま
し
ょ
う
。

製造日 消費期限 賞味期限
保存日数

まだ食べ
られる

品質

安
全
に
食
べ
ら
れ
る
限
界

早く悪くなるもの

劣化が比較的遅いもの

加工食品の表示事項

名　　　称 ・一般的な名称（商品名ではない）

原 材 料 名

・�食材と食品添加物に分け、それぞれ重
量の多い順に記載

・�アレルギー物質（卵、乳、小麦、そば、
落花生など20品目）、遺伝子組換え食
品を使用している場合はこの欄に記載

内 容 量 ・グラム、ミリリットル、個数など

期 限 表 示
・�傷みやすい食品は「消費期限」、保存
がきくものは「賞味期限」を記載

保 存 方 法
・�「10℃以下で保存」など、適切な保存
方法を明記

・特に記載がない食品は、常温で保存可能

製造者など
・�製造者、販売者、加工者、輸入者の氏
名や名称、所在地

農作物（８作物）

大豆（枝豆、大豆もやしを含む）、とう

もろこし、ばれいしょ、なたね、綿実、

アルファルファ、てん菜、パパイヤ

加工食品（33品目）

豆腐、油揚げ、おから、納豆、みそ、

大豆煮豆、きな粉、ポテトスナック菓子

など

※しょう油や油（大豆油やコーン油など）は対象外
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　本年度は「女性の目から見た空襲と戦争」が

テーマです。戦中戦後の混乱期、家族を守るた

めに闘った女性たちの生きざまを生活用品、パ

ネル、写真などで伝えます。

期　　間　７月１日㈮－８月31日㈬
場　　所　本別町歴史民俗資料館

開館時間

　火曜日から金曜日　午前９時－午後４時

　土曜日、日曜日　　午前９時－午後３時

休 館 日　月曜日

入 館 料　無料

詳　　細� 本別町歴史民俗資料館

� ☎２２－２１４１内線４１０

資料館企画展「７月15日本別空襲を
伝える～おばあちゃんの戦後～」

第８回
陸別スターライトフェスティバル

　銀河の森天文台で講演会とミニコンサートを

開催します。星空観望と合わせてお楽しみくだ

さい。

日時・内容　７月９日 (土 )

講演会　午後７時－

「世界の金星探査と日本の挑戦」

講師　金星探査機「あかつき」

　　　プロジェクトマネージャー中村正人教授

ミニコンサート　午後８時30分－

「星空に響くアンサンブルの調べ」

出演　アンサンブルグループ「奏楽（そら）」

入 館 料　昼　大人３００円、小人２００円

　　　　　夜　大人５００円、小人３００円

詳　　細� 銀河の森天文台　☎２７－８１００

「米トレーサビリティ法」を
ご存じですか

特定医療費（指定難病）受給者証等の
更新申請はお済みですか

「北海道女性の活躍支援センター」をご活用ください

　飲食店等の各米穀事業者には、

提供・販売している「お米」の産

地表記や記録を作成・保存するこ

とが義務付けられています。お米

の量の多少を問わず、米・米加工

品を取り扱っている事業者はこの

法律の対象となります。

詳　　細� 北海道農政事務所

� 帯広支局

� ☎０１５５－２４－３１５４

　特定医療費（指定難病）受給者証（クリーム・白色）および特定疾患

医療受給者証（オレンジ・藤色）、ウイルス性肝炎進行防止対策・橋本

病重症患者対策医療受給者証（緑色）、ウイルス性肝炎（肝炎治療特別

促進事業）医療受給者証（水色※核酸アナログ治療者のみ）の更新手続

きを行っています。

　受給者証の有効期限が平成28年９月30日までとなっている方は、９月

30日（土曜日、日曜日、祝日を除く午前９時から午後５時）までに手続

きをしてください。

　受給者証の更新手続きは、帯広保健所および各（新得、広尾、本別）

支所で受け付けます。

詳　　細� 帯広保健所健康推進課保健係　☎０１５５－２７－８６３７

　北海道では「北海道女性の活躍支援センター」を開設しています。

　同センターでは結婚、子育て、介護などの女性のライフステージや就

業、起業などのさまざまな悩みに電話・メール・面談にて対応します。

　「悩みがあるが、どこに相談したら良いか分からない」「挑戦したい

ことがあるけれど、手順が分からない」などの相談に、経験豊かな女性

の支援員が専門相談機関や支援施策を紹介します。

　また、コンシェルジュとして対応する他、起業や法律相談などの専門

相談日を設けるなど、女性の総合相談支援機関として応じます。

場　　所　北海道立道民活動センターかでる２・７（札幌市）

時　　間　月曜日、火曜日、木曜日、金曜日　午前10時－午後４時

　　　　　水曜日、土曜日　　　　　　　　　午前10時－午後１時

休 館 日　年末年始、日曜日、祝日

相談専用ダイヤル　０１１－２０４－５７１１

詳　　細� 道環境生活部くらし安全局　☎０１１－２０６－９６５４

看護学院見学会

交通規制のお知らせ

子どもの人権１１０番

自衛官候補生採用試験

税務職員採用試験

　帯広高等看護学院では、看護師に興味、関心がある方を対象に、学院

見学会を開催します。

日　　時　７月28日㈭
　午前の部　午前10時－11時30分　午後の部　午後１時－２時30分

内　　容

　学院内見学、赤ちゃん人形の抱っこや血圧測定等の体験学習など

対　　象　高校生（２年生以上）

参 加 料　無料

持 ち 物　上履き

申込方法　電話またはメールで、氏名、性別、学校名、学年または年齢、

午前・午後の別をご連絡ください。

申込期限　７月11日㈪－15日㈮
※受付時間は午前９時から午後５時までです。

申込先・詳細� 帯広高等看護学院　☎０１５５－４７－８８８１

　下水道管渠新設工事のため、次

の通り通行止めを行います。なお、

交通規制区間であっても、区域内

居住者のために必要と認められる

交通は確保します。

工事箇所

①西町５丁目

②西町６丁目

工事期間　８月31日㈬まで

　釧路地方法務局では子どもをめ

ぐるさまざまな人権問題に積極的

に取り組むため、専用相談電話「子

どもの人権１１０番」の受付時間

を延長します。

期　　間

　６月27日㈪－７月３日㈰
受付時間

・６月27日㈪－７月１日㈮
　午前８時30分－午後７時

・７月２日㈯－３日㈰
　午前10時－午後５時

相談担当者　釧路人権擁護委員連

合会所属の人権擁護委員、釧路地

方法務局職員

「子どもの人権１１０番」

,０１２０－００７－１１０

詳　　細� 釧路地方法務局 

� ☎０１５４－３１－５０１４

詳　　細� 役場建設課上下水道室

� ☎２５－２１４１内線３５７

自衛隊帯広地方協力隊本部ホームページ　http://www.mod.go.jp/pco/obihiro/
詳　　細� 自衛隊帯広募集案内所　☎０１５５－２３－８７１８

募　　集

お知らせ

　札幌国税局では、税務職員を募集しています。

応募資格　高等学校卒業見込みおよび卒業後３年を経過していない方

受付期間　①インターネット　６月20日㈪－29日㈬
　　　　　②郵送または持参　６月20日㈪－22日㈬（通信日付印有効）

１次試験　９月４日㈰
人事院申し込み専用ホームページ

http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html
詳　　細� 札幌国税局人事第２課　☎０１１－２３１－５０１１

善意のご寄附・ご寄贈
ありがとうございます

町認定こども園どんぐりへ

・寺地弘恵さ
ん（栄町２丁目）

から� 全自動電気洗濯機

町へ

・神本三也さ
ん（愛冠）から

� １００万円

①
②

募集種目 募集資格 受付期間 試 験 日

自衛官候補生
18歳以上

27歳未満の方
６月29日㈬ ７月３日㈰



掲載を希望される方は、役場総務課総務室・広報広聴担当まで
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☆昔から、知らない人によく声を掛け

られる私。外を歩いていれば道を尋

ねられ、買い物をしていたら店員さ

んと間違われることがよくあります。

☆先日買い物をしていると、知らない

おじいさんから声を掛けられました。

また店員さんと間違えられたのかな

と思っていたのですが、話しぶりか

らするとどうも違う様子。おじいさ

んの話を聞くと「町内会のパークゴ

ルフ大会の景品を一緒に選んでほし

い」とのことでした。

☆時間に余裕もあったので10人分の景

品を一緒に選び、おじいさんの車ま

で運んであげたのですが、自分が何

を買いに来たのか忘れてしまったの

でした。

山村　湊
みな

斗
と

ち
  ゃ
   ん

� （平成26年７月４日生まれ）

　最近覚えた言葉は「どうする

の」。前はパパが出掛けるたび

にかばんを隠しましたが、今は

窓から笑顔で手を振り見送りま

す。元気にたくましく育ってほ

しいな。� 祐一・さおりさ
んの子

� （下愛冠２丁目）

　５月29日に行われた「第35回足寄ふるさと

花まつり」でのスナップです。

ひとのうごき

５月末の住民基本台帳

人　口　　７，１５０　人　（－８)

　男　　　３，４７６　人　（－９)

　女　　　３，６７４　人　（＋１)

世　帯　　３，５５１世帯（＋７)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。

佐々木　蒼
あおし

ち
  ゃ
   ん

� （平成26年７月９日生まれ）

　お散歩と車が大好きで、お姉

ちゃんともとても仲良しの蒼く

ん。よく食べてよく寝て、パパ

のような強くてたくましい男の

子になってほしいです。

� 昭人・栄美子さ
んの子

� （西町７丁目）
髙橋　陽

ひより

和ち
  ゃ
   ん

� （平成26年６月29日生まれ）

　お姉ちゃんたちと遊ぶのが大

好き。歌うことも大好き。でも、

食べることはもっと大好きな陽

和です。いっぱい食べて、いっ

ぱい笑って元気に育ってね。

� 篤・綾子さ
んの子

� （郊南１丁目）


